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〔
省

令
〕

〇
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
の
業

務
運
営
、
財
務
及
び
会
計
並
び
に
人
事
管

理
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
（
厚
生
労
働
・
経
済
産
業
二
）

〇
情
報
処
理
技
術
者
試
験
規
則
等
の
全
部
を

改
正
す
る
省
令
（
経
済
産
業
一
〇
二
）

〔
告

示
〕

〇
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
法
及
び
情

報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
調
査
簿
閲
覧
規
程
等
を
廃
止
す
る
告

示
を
定
め
る
件
（
経
済
産
業
二
五
七
）

〇
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
第
三
条
第
二
号
及
び
第
三
十
八
条
第
二

号
の
規
定
に
基
づ
き
、
経
済
産
業
大
臣
が

定
め
る
基
準
を
定
め
る
件
（
同
二
五
八
）

〇
情
報
処
理
技
術
者
試
験
規
則
第
二
条
第
五

項
の
規
定
に
基
づ
く
経
済
産
業
大
臣
が
定

め
る
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
同
二
五
九
）

〇
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
第
三
十
八
条
第
六
号
イ
の
規
定
に
基
づ

き
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
本
情
報

技
術
者
試
験
に
係
る
履
修
項
目
を
定
め
る

件
（
同
二
六
〇
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁第

三
者
所
有
物
の
没
収
関
係

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

特
殊
法
人
等

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
平
成
二
十

七
事
業
年
度
財
務
諸
表
、
企
業
年
金
基
金

設
立
関
係

地
方
公
共
団
体

行
旅
死
亡
人
、
公
示
送
達
、押
収
物
還
付
、

農
業
協
同
組
合
法
第
七
十
三
条
第
四
項
で

準
用
す
る
法
第
六
十
四
条
の
二
の
届
出
関

係
会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

〇
厚
生
労
働
省

経
済
産
業
省
令
第
二
号

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
法
及
び
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八

年
法
律
第
三
十
一
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
の
業
務
運
営
、
財
務
及
び
会
計
並
び
に

人
事
管
理
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

経
済
産
業
大
臣

世
耕

弘
成

独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
の
業
務
運
営
、
財
務
及
び
会
計
並
び
に
人
事
管
理
に
関
す
る
省
令
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令

独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
の
業
務
運
営
、
財
務
及
び
会
計
並
び
に
人
事
管
理
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
五

年
厚
生
労
働
省

経
済
産
業
省
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
四
第
一
号
中
「
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号

中
「
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
二
十
条
第
一
項

第
三
号
及
び
第
四
号
」
を
「
第
四
十
三
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
第
二
十
条
第
一

項
第
五
号
」
を
「
第
四
十
三
条
第
一
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
号
を
同
条
第
十
三
号
と
し
、
同
条
第
十
一
号

を
同
条
第
十
二
号
と
し
、
同
条
第
十
号
を
同
条
第
十
一
号
と
し
、
同
条
第
九
号
中
「
第
二
十
条
第
二
項
」
を
「
第
四
十

三
条
第
二
項
」
に
、「
試
験
事
務
」
を
「
事
務
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
号
と
し
、
同
条
第
八
号
中
「
第
二
十
条
第

一
項
第
九
号
」
を
「
第
四
十
三
条
第
一
項
第
十
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
同
条
第
七
号
中
「
第
二
十

条
第
一
項
第
八
号
」
を
「
第
四
十
三
条
第
一
項
第
九
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
八
号
と
し
、
同
条
第
六
号
中
「
第

二
十
条
第
一
項
第
七
号
」
を
「
第
四
十
三
条
第
一
項
第
八
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、
同
条
第
五
号
中

「
第
二
十
条
第
一
項
第
六
号
」
を
「
第
四
十
三
条
第
一
項
第
七
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
第
四

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

法
第
四
十
三
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
講
習
に
関
す
る
事
項

第
十
五
条
中
「
第
四
条
第
二
項
」
を
「
第
七
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
中
「
第
二
十
一
条
」
を
「
第
四
十
四
条
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
中
「
第
二
十
一
条
第
三
号
」
を
「
第
四
十
四
条
第
三
号
」
に
、「
第
二
十
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」

を
「
第
四
十
三
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
中
「
第
二
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
法
及
び
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
経
済
産
業
省
令
第
百
二
号

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
法
及
び
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八

年
法
律
第
三
十
一
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
九
十
号
）

第
七
条
、
第
九
条
第
二
項
、
第
十
一
条
第
二
項
（
同
法
第
二
十
三
条
第
二
項
及
び
第
二
十
九
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
五
条
、
第
二
十
六
条
、
第
二
十
八
条
、
第
二
十
九
条
第
四
項
及
び
第
四
十
三
条
第
四
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
情
報
処
理
技
術
者
試
験
規
則
等
の
全
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
一
日

経
済
産
業
大
臣

世
耕

弘
成


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